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昨年物性研究 に連載 した不安定プ ラズマ の輸送方程式の理謝 )をまと申て紹

介 したO

不安定 性を初期条件 と して与 え､B-B-G-K-Y階級方程式 を_ (1)近距離

衝突 及び三体相関を無祝 し､ (2)速度分布 の緩和過程を充分遅い-tす る̀近似 で､

解 くと､ 不安定成長率の小 さい場合にPines-Schrieffer-の連立 方程式 )が

導 かれ るO この方程式 は､皿Ode-coupling(三体相関 より現われ る)を無視

す る近似 (準線型近似)で正 しく安定化 の メカニズムを与 えるd∵諸理論特に

prigogiqe理論との関係 を論 じ､不 安定を療 合には_ 躍 O･paga,torの くりこ ､

み及びPrigogine理論 に おけるdestruc七ion 七erⅡ】Sの寄与 が重要 である事

を括摘 したO
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一主Ⅱ. 感 想

｢二次相転移及び不可逆過程の

基礎理論房究会に出席して｣
- 若 手-と 研 究 交 流 に つ い て -

曾 田 斎 子

｢二 次 相転移 と不可逆過程の研究会｣に出席 した感想を書 くようにと云 われ

たO研究 会その ものにつ いては高野氏が第一 回研究会の後 ｢物性研究｣ に書か
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れ てい ることでつ きてい ると思 うので若手の一入として感 じた事 を書 くにと ど

める｡ まず三十代前半までの層の参加が少 をい｡ これは どうしてをのだろ うか ?

特に若手が出来上っ た仕事を持た告いで参加す る事は普通無い事の棟だO '

若手はまだ研究会でレポー トする話題を もた貴いのか もしれ希い Q む しろ研

究態度や_研究テ一一マを療索 してい る段階の もの も多いが､研究会に出麻 して-

｢? の場所 に泊 り､ほかの雑 用を Lに今熟 と日'*で興味を持たれ研究され てい

る二つ のテーマについて､ 集中的に話を聞 く･ことは-問題の アウ トラインを系

統的隼つかみ_:問題意識を植えつ け､ さらに よりはっ き りしたイメー ジにす る
/

ためにや､ どの様 を人が どの積 を問題に興味を持ち どの よtうを角度か ら研究 し

てい るかを知 る為 に も大 きを意 味があると思 うO 又一つCのテー マを追求 しTい

るグ}L,- プにとつ て 6-.､ そのテ-マを発展 させ る中や若い研究者を育ててい_i

事 は大切を事の一つであると思われ るO この樵に考えてみると_ 研究会に若手

が出爵す る事はアブノー マルを事 ではをく､ むしろ望まーしい事 であるO

それに もや かわ らず､若手には この ようを研究交流のチャンスがほとん どを

い｡.学会が ある､･と云われ るか もしれをい. をるほ ど学会には若手 も参 加す る

が､.革ま りテ-マが多過 ぎt講演時 間が短か くて､個人的を討論を Lを汚れば

新 たに問題意 識を持つ事 はむず か L,いO若 手の夏の学校があるといわれ るか も

知れ をいOあれは若手 に研究交続の チャンスが無いので_若手 白身の手でと も

か くも廟 り出した も.のであるが.財 政的をご非常に困卓を事態にをって先行があ

やぷまれ る程であ る｡ それ もM Cの学生の為の黄義が精∴杯でtD CLの学 生の

為 をこは財政的裏づけが全々無い｡又今度 の横を研究会は一 線の研究 者の希と考

え られていて一･私達 若手が布 与に は勇気がい るQ

若手の研究交流が持つ意味はこ若手 自身にとって も､ 研究者全体 の将来にと

っ て も非常に大 きいに 摘 )かわらず_ この標 に等閑視 されT.い る事昼お どろ く
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